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株式会社ジャパンエナジー

当社水島製油所におけるボランティア講演会の実施について

1. 当社（本社：東京都港区虎ノ門二丁目、社長：高萩光紀）は、CSR活動の一環として、昨7月27日、当社水島製油所（所在

地：岡山県倉敷市潮通二丁目、所長：蒲池正道）において、国際協力NGOである特定非営利活動法人ピース ウィンズ・ジ

ャパン（東京都世田谷区桜新町二丁目、統括責任者：大西健丞、以下「PWJ」）によるボランティア講演会を開催しました。

これは、同製油所において、社員の家族とOBを対象に行われた工場見学会に併せて実施したもので、約150名が参加し

ました。

2. PWJは、イラクやイラン、アフガニスタン、インドネシアなどで支援活動を行っており、今回、その団体のスタッフを講師とし

て招き、支援先の状況や活動内容のほか、身近なところでできる支援活動について講演を受けました。

3. また同日、水島製油所では、PWJが行っている「モンゴルの子ども支援」活動を応援するための募金を実施し、PWJに対し

て総額29,331円を贈呈しました。

4. 講演会の概要は次のとおりです。

（1）開催日時：2005年7月27日（水）15:30〜17:00

（2）場所：水島製油所構内

（3）テーマ：「世界にとどけよう日本の支援」
 

（内容）ビデオ上映等による各地の支援状況の紹介、水の大切さに関する説明、子どもたちによるボランティア活動

体験など

（4）講師：2名（PWJのスタッフ）

（5）参加人員：約150名

5. なお、当社は、2002年4月に、大規模な自然災害等の被災者を支援することを目的として、役員・社員による緊急支援募金

の実施とその募金額に応じた金額を会社が拠出して寄付を行う制度（マッチングギフト）を導入しております。これまでに、

アフガニスタン地震、イラク戦後復興、イラン地震、新潟県中越地震およびスマトラ沖地震の際に同制度を活用しておりま

す。

【参考資料】

ボランティア講演会の模様（PDF:36KB）

以上

http://www.noe.jxtg-group.co.jp/newsrelease/je/2005/pdf/20050728_1.pdf

